
■助けることと手伝うこと■ 

ほぼ週刊【松村拓也のメールマガジン】第 213号 

こんにちは、松村拓也です。 

E-Mailと Facebookで松村拓也の活動についてほぼ毎週お届けしています。 

名刺交換した方や、突然思い出した方にもお届けしますので、ご迷惑であればお知らせください。 

できれば勤務先でなく、個人のアドレスにお届けしたいので、ご連絡ください。 

ご意見、ご質問大歓迎です。 

・・・・・・・・・・・・・・・ 
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1. ブログから：助けることと手伝うこと 

 

今朝メッセンジャーを開いたら、笑恵館メンバーのMさんからこんな書き込みがあった。 

「日曜に失礼します。 実はお願いがあります。笑恵館でピアノ(縦型アップライト)を預かってもらえませんか？ 

実は、7 月に多摩川に引っ越す事になり部屋も決まったのですが、エレベーターにピアノが乗らず 困っていま

す。期間は７月１２日から 2年間、”ゆうの”が弾きたいので、たまに伺って弾かせて頂けると尚助かるのですが、、  

困っています。」 

そこで早速「笑恵館には場所がないので、そのまま告知して場所を探しませんか？」と返信したところ、 

すぐに「はい、告知させて下さい。」と返事があったので、「そしたら、ピアノの前で”ゆうの”ちゃんがお願いポ

ーズをしてる写真を下さい！」と返したら、「はい、分かりました。今外なので、帰りましたら送りますのでよろ

しくお願い致します。」と言ってきた。 

このやり取りをしていたら、僕はなんだか気分がよくなって、写真が届くまでに今の気持ちを書き留めておきた

くなった。 

そして写真が届いたら、それと一緒にブログに投稿しよう。 

・ 

まず、この相談の面白さは、「エレベータにピアノが乗らない」という困りごとだ。 

つまり、そもそもの問題は「ピアノを上階の部屋に持ち上げるにはどうしたらいいか？」のはず。 

ところがMさんはそれを諦めたのか、気付かないのか、いきなり「笑恵館で預かって欲しい」と言ってきた。 

さらに面白いのは、「ゆうのちゃんが引けなくなることこそが本当の問題で、時々弾かせていただければ解決す

る」という発想だ。 

Mさんには申し訳ないが、この願いは支離滅裂というか、突っ込みどころ満載の、ちょっとトンチンカンなお願

いだ。 

だが僕は、そこに魅力を感じて飛びついて、迷うことなく「場所探しを手伝いたい」と申し出た。 



我ながら「それはなぜか」と不思議に思い、きちんと考えて説明してみたくなった。 

・ 

そもそもこういう困りごとを、相談してくる M さんのような人は、少なくとも「僕が助けてくれるかも知れな

い」と思っているはずだ。 

そうだとすれば、それは「僕に救われた経験がある」か、「僕が誰かを助けるのを見たことがある」か、「僕が誰

かを助けた自慢話を真に受けた」かのいずれかだろう。 

いずれにしても、僕はこの申し出を断るわけにはいかない。 

「すみません、笑恵館には場所が無いので、他をあたってみてください」などと答える人間に、僕は絶対なりた

くない。 

困ったことを相談するのは、困った心を慰めたり、困った考えを整理したり、困った現実を解消する手助けを求

めるためだ。 

もちろん僕は、何でも解決できるスーパーマンじゃない。 

でも、どんなに難しいことでも、相談に乗って、その解決を手伝うことなら必ずできるはず。 

僕は「何でも解決できる男」にはなれなくても、「何でも手伝う男」なら今すぐになれると思う。 

・ 

かつて僕は、「世田谷世界相談所」という事業に挑んだことがある。 

これは、身近に暮らす外国人が困っていたら、僕らが作った相談所に連れて行こうという取り組みだ。 

もちろん、困りごとを聞くどころか、言葉を理解することから始めなければならないので、問題解決などおぼつ

かないだろう。 

だが、なぜこんなことを始めたかというと、外国人たちから頼まれたからだった。 

当然のことながら、彼らは困りごとがあれば、まず役所を訪れる。 

ところが、役所では解決できることとできないことがあり、出来ないことには何も対応してくれない。 

自分で解決できなくても、解決できる人を探したり、解決策を一緒に考えるなど手助けの方法はたくさんある。 

何でも解決することなどそもそも不可能なことであり、何でも相談に乗ることこそが、必要なことのはず。 

・ 

この webサイトのトップにも書いてある通り、僕は「疑問があるから答えがある」という言葉が大好きだ。 

解決できない疑問とは、まさに答えの見つからない疑問のこと。 

だが、そもそも答えが見つかる疑問など、疑問のうちに入らない。 

答えが見つからないこそ疑問のはずだと、僕は思うけどどうですか？ 

さて、そろそろMさんから可愛い写真が届いたぞ。 

ゆうのちゃんが時々ピアノを弾けるよう、あなたならどうすればいいと思うだろう。 

 

http://nanoni.co.jp/20190602-2/ 

 

・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

2. 今週のトピックス：名栗の森オーナーシップクラブ 平日編  

 

先月 26日に開催予定だった、名栗の森の 5 月例会は、参加者が少なかったので、僕からお願いして日程を変更

し、今度の金曜日に開催することにしました。 

例会は必ず第 4日曜日に開催するので、平日ならではの活動をする機会がなかなか持てません。 

そこで今回は、僕自身腕の骨折もあって森での作業はおぼつかないので、思い切って平日への日程変更を提案し



たところ、参加者の皆さんからは快くご賛同いただきました。 

平日ならではの活動とは、行政など関連機関の訪問です。 

森のオーナーが市役所や林業組合でどんな話をするのか、興味のある方はご一緒しましょう。 

 

日時：6月 7日（金） 10-13時 

飯能駅の北口バスロータリーに集合後、市役所や林業組合を回り、ランチミーティングをして解散します。 

名栗の森へは参りませんので、軽装でお越しください。 

イベントページ https://www.facebook.com/events/2697756303629927/ 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

3. 今後の予定：今週・来週以降 

 

凡例 ○面談歓迎：来て下さればあなたの面談を優先。 

   ◎呼出歓迎：あなたのお誘いを優先、訪問可能。 

   ●同行可能：僕の訪問先にお連れします。 

   ★参加可能：あなたも参加可能なイベント。 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

（月）06/03 〇14～18時 面談可（笑恵館） 

（火）06/04 作業日（青葉台） 

（水）06/05 〇16～19時 面談可（渋谷） 

（木）06/06 〇10-18時 面談可（笑恵館） 

（金）06/07 〇13-18時 面談可（飯能） 

10-13時 ★名栗の森オーナーシップクラブ臨時例会（飯能） 

（土）06/08 〇10-18時 面談可（笑恵館） 

10-12時 ★まつむら塾（笑恵館） 

（日）06/09 ◎終日 面談可（青葉台） 

 

 

■その後のイベント 

06/13 ★日本土地資源協会経営会議（笑恵館） 

06/13 ★笑恵館クラブ運営会議 

06/14 ★カプラー起業交流会（三茶） 

06/15 ★まつむら塾（笑恵館） 

06/16 ●チャレンジアシストプログラム 公開審査会 

06/20 ★なるほどデイ・持ち寄り食事会（笑恵館） 

06/22 ★まつむら塾（笑恵館） 

06/23 ★名栗の森オーナーシップクラブ例会（名栗） 

06/27 ★笑恵館クラブ運営会議（笑恵館） 

06/29-07/01 台湾激安ツアー 

 

今週は、金曜〆切の仕事があり、ちょっとパニックです。 



松村の予定はこちらで随時公開しています。http://nanoni.co.jp/schedule 

 

・・・・・・・・・・・・・・・ 

4. アクセスポイント：問い合わせ先 

 

松村拓也 

メール takuya@nanoni.co.jp 

携 帯 090-9830-3669 

自 宅 株式会社 なのに(平社員) 

〒226-0016 神奈川県横浜市緑区霧が丘 3-15-1 

http://nanoni.co.jp/ 

職 場 一般社団法人 日本土地資源協会(代表理事) 

http://land-resource.org/ 

笑恵館 〒157-0073 東京都世田谷区砧 6-27-19 

http://shokeikan.com/ 

メール配信をご希望の方はこちら 

http://land-resource.us10.list-manage.com/subscribe… 

フェイスブックグループはこちら 

https://www.facebook.com/groups/atamanonaka/ 


